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研究成果の概要（和文）：本研究はスラブ世界最古の文章語としての古教会スラブ語が、11 世

紀～13 世紀の古ロシア文章語の成立に際してどのような影響を与えたか、テクスト言語学の見

方から検討するものである。結果として、古ロシア年代記『過ぎし年月の物語』に見える指示

代名詞 sь「近称」、onъ「遠称」、tъ「中称」の分布、また「onъ že+動詞」という構文の特徴的

な使用が「マタイ」「マルコ」「ルカ」の 3 つの福音書、すなわち共観福音書にその起源を持つ

と考えられることが分かった。ギリシア語原典で共観福音書とは異なる文体的特徴を示す「ヨ

ハネによる福音書」が果たした役割については、なお検討が必要である。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to study the influence of Old Church 
Slavonic, the oldest Slavic literary language, on the formation of Old Russian literary language of 
11th–13th centuries from the viewpoint of Text Linguistics. As the result of the study we came to 
the conclusion that the distribution of the demonstratives sь “this, hic”, onъ “that, ille”, tъ “that, 
iste” and the specific use of the construction “onъ že + Verb”, observed in the text of the Old Russian 
Chronicle “Tale of Bygone Years”, must have originated from the Old Church Slavonic translation of 
Synoptic Gospels. As for the problems concerning the stylistic peculiarities of the Gospel of John, we 
need further study. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、キエフを中心とした 11 世紀～
13 世紀ロシアの文章語について、その基層と
なった東スラブ語と、それに対するスラブ世
界最古の文章語としての古教会スラブ語の

影響という観点から検討し、古ロシア文章語
の性格と成立の事情を明らかにすることを
目指すものである。 
 従来、古ロシア文章語、すなわちキエフ・
ルーシ時代の書き言葉の起源と性格につい
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ては、大きく 2 つの見方が対立していた。1
つはシャフマトフ等の唱える、古ロシア文章
語は本質的に古教会スラブ語であり、それが
ロシア化したものであるとする説であり、い
ま 1 つはオブノルスキー等による、当時のロ
シアにはすでに東スラブ人本来の言葉に基
礎をおく文章語が存在したとする説である。 
 この 2 つのいずれが正しいか、二者択一的
に答えを求めることは容易ではないが、これ
らいずれの立場を取るにせよ、古ロシア文章
語の成立・発展の問題を考えるとき、それに
対する古教会スラブ語の影響という問題を
切り離して論じることはできない。その際、
従来の研究における議論の中心となったの
は、まず語彙レベルの影響、借用という問題
であり、それに関連して生じる音韻レベルの
問題であった。 
 それに対して本研究は、テクスト・談話と
いう観点から、テクストの構造と結束的なテ
クストを作り出すための種々の言語形式の
使用に注意を向け、その分野における古教会
スラブ語の影響を明らかにすることを目指
すものである。 
 本研究以前に、研究代表者は、12 世紀初め
にキエフにおいて成立した古ロシア年代記
『過ぎし年月の物語』のテクストの構造に注
目し、「事実叙述」タイプと「コメント」タ
イプという 2 つのタイプのテクスト部分を区
別し、動詞のテンス・アスペクト形式、語順、
指示代名詞といった談話的な要素、結束的な
構造を作るために用いられる要素の、それぞ
れのタイプのテクスト部分における特徴的
な用法、分布を明らかにしてきた。 
 本研究では、そのような古ロシア文章語に
見られる特徴が、東スラブ（古ロシア）にお
いて独自に成立したものなのか、それともス
ラブ世界における最も古い文章語としての
古教会スラブ語からの影響を受けて成立し
たものなのか、もし影響関係があるとすれば、
どのような形、どのような範囲で影響が与え
られたのかを明らかにすることを目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、キエフを中心とした 11 世紀～
13 世紀ロシアの文章語の成立に際して、スラ
ブ世界最古の文章語である古教会スラブ語
が、どのような影響を与えたか、テクスト言
語学の見方から明らかにすることを目的と
する。 
 具体的には、12 世紀初めにキエフで成立し
た古ロシア年代記『過ぎし年月の物語』の言
語で区別される 2 つのタイプのテクスト、す
なわち「事実叙述」タイプのテクストと「コ
メント」タイプのテクストのそれぞれに特徴
的な (1) 動詞のテンス・アスペクト形式の使
用、(2) 語順、(3) 指示代名詞 sь「近称」、onъ
「遠称」、tъ「中称」の使用、の 3 点について、

その特徴的な分布と使用が、古ロシア語（東
スラブ語）において独自に成立、発展したも
のなのか、それともすでに古教会スラブ語（9
世紀後半に成立）の段階で、類似の状況が存
在し、それが古ロシア語にも影響を与えたの
か、という問題を明らかにすることを目指す。 
 その際、最も重要な資料となるのは、影響
を与えた可能性を持つ側としては、9 世紀後
半（860 年代）に成立した古教会スラブの 4
福音書ならびに、それよりも若干遅れて成立
したと考えられる『キュリロス伝』『メトデ
ィオス伝』という 2 つの聖者伝であり、影響
を受けた可能性を持つ側としては、上記の、
12 世紀初めにキエフ・ルーシで成立した古ロ
シア年代記『過ぎし年月の物語』である。 
 本研究は、(1) これらの文献のテクストの
基本的構造を明らかにする、(2) 古教会スラ
ブ語の諸文献のテクストにおいて、ロシアの
年代記『過ぎし年月の物語』に見られるのと
同一の、あるいは並行的なテクストのタイプ
を分けることができるか否かを明らかにす
る、(3) 結束的なテクストを作り出すための
種々の言語形式の使用について、テクストの
タイプとの相関関係、すなわちその分布を明
らかにする、ことを目指す。その上で、(4) 古
教会スラブ語の諸文献において古ロシア語
の時代におけるのと類似の、あるいは並行す
る分布が観察されるか否かにもとづいて、古
教会スラブ語から古ロシア語への影響関係
の有無を明らかにし、あるいはその程度を判
断することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、古ロシア文章語の成立に際して
の古教会スラブ語の影響について、従来の語
異論・音韻論・形態論における議論に対して、
テクスト言語学の立場から検討することを
目指すものである。従って、資料となる文献
の内容に関わる精緻な読みが何より重要で
ある。 
 使用する主要な文献は『4 福音書』『キュリ
ロス伝』『メトディオス伝』『無名作者による
ボリスとグレブの物語』『ザドンシチナ』等
のスラブ、ロシア文献であり、これらの文献
のテクストの構造を明らかにすることから
出発した。 
 4 年間の研究期間の前半は主として『過ぎ
し年月の物語』の言語と、南スラブの聖者伝
『キュリロス伝』『メトディオス伝』の言語
の分析、比較を行い、後半は主として古教会
スラブ語の規範としての新約聖書『4 福音書』
の言語を『過ぎし年月の物語』の言語と比較
した。 
 具体的には、次の３つの点から議論を進め
た。(1) 古ロシア年代記『過ぎし年月の物語』
に見られるテクストのタイプの区別、すなわ
ち「事実叙述」タイプ（通常の「語り



(narrative)」タイプのテクストと一致する）
と「コメント」タイプのテクスト「事実の総
括」とそれに対する「評価」の両方を含む）
の区別という考え方が、古教会スラブ語福音
書テクスト、各種聖者伝テクストの分析にも
有効であるかどうかを検証する。(2) 古教会
スラブ語福音書、各種聖者伝におけるテクス
トのタイプと語順の分布の相関を明らかに
する。(3) 古教会スラブ語福音書、各種聖者
伝におけるテクストのタイプと指示代名詞
の分布の相関を明らかにする。 
 その上で、最終的に、12 世紀ロシアの文章
語としての 『過ぎし年月の物語』の文体が、
ロシア（東スラブ）で独自に成立し発展した
ものなのか、他の古教会スラブ語の影響を受
けて成立したものなのかを明らかにするこ
とを目標とした。 
 
４．研究成果 
 本研究はスラブ世界最古の文字言語とし
て 9 世紀に成立した古教会スラブ語が、11
世紀～13 世紀の古ロシア文章語の成立にど
のような影響を与えたか、テクスト言語学の
観点から明らかにしようとするものである。 
 4 年間（繰越により最終的には 5 年間とな
った）の研究期間の前半は、主として古ロシ
ア年代記『過ぎし年月の物語』の言語と、南
スラブの聖者伝『キュリロス伝』『メトディ
オス伝』の言語の分析、比較を行い、後半は
『過ぎし年月の物語』の言語と古教会スラブ
語の規範としての新約聖書『4 福音書』の言
語の比較を行った。これにより、次のような
知見を得た。 
 (1) テクストのタイプについて、古ロシア
年代記『過ぎし年月の物語』に見られる「事
実叙述」タイプと「コメントタイプ」の区別
は、『キュリロス伝』『メトディオス伝』とい
った最古の南スラブ系聖者伝の分析につい
ても有効であることを確かめた。その際、南
スラブ系聖者伝の「事実叙述」タイプのテク
ストでは、古ロシア年代記におけるような様
式化された語りのスタイルは観察されなか
った。 
 (2) 古教会スラブ語福音書では、コメント
タイプのテクストは存在せず、その代わりに
「語り」のタイプのテクストと「説教」タイ
プのテクストを区別することが有効である
ことが分かった。 
 (3) テクストのタイプと語順の相関につい
て、南スラブ系聖者伝においても、両者の相
関関係の存在が確認された。ただし事実叙述
タイプにおける語順は古ロシア年代記に比
べより自由であること、すなわち古ロシア年
代記の文体は、語順に関しては、南スラブ系
聖者伝の伝統をそのまま引き継ぐものでは
ないことも分かった。 
 (4) テクストのタイプと指示代名詞の分布

については、古教会スラブ語福音書の分析に
力を注いだ。その結果、福音書では「説教」
タイプのテクストと近称の指示代名詞 sь の
使用が結びつき、「語り」タイプのテクスト
と遠称の指示代名詞 onъ の使用が結びついて
いること、これは古ロシア年代記に観察され
るものと並行していることが分かった。 
 (5) 『4 福音書』中における指示代名詞 sь
「近称」、оnъ「遠称」、tъ「中称」の使用につ
いてより詳細に述べると、以下の点が明らか
になった。① sь はギリシア語 οὗτος を翻訳
し、「登場人物の会話」や「イエスの説教」
中で直示的に使用される。また先行文脈中で
語られた事件や事柄の内容を全体として指
す用法も持つ。しかし明示的な先行詞を持つ
使用例は少なく、その意味では照応形と呼ぶ
ことはできない。② оnъ はギリシア語 ὁ δέ
を翻訳し、「оnъ že＋動詞」という形で「語り」
のテクストに現れる。先行する文に現れる斜
格目的語を先行詞とする照応形である。③ tъ
はギリシア語 αὐτός あるいは ἐκεῖνος を翻訳
し、テクストのタイプについて特別な分布を
持たず、どのタイプのテクストにも現れる。
照応形として先行詞をとるが、先行する文の
主語が先行詞になるか斜格目的語が先行詞
になるかについては制限がない。中立的な指
示代名詞として、機能的には現代語の 3 人称
の人称代名詞に最も近いと考えることがで
きる。 
 (6) 上の (5) に示した結果は、従来代表者
が、指示代名詞の使用に関して古ロシア年代
記『過ぎし年月の物語』の言語を観察して得
た結果に対応する。古教会スラブ語から古ロ
シア語への直接的な影響があったのか、何ら
かの語用論的な理由により、両言語がそれぞ
れ独自に同じ特徴を示すことになったのか、
いずれかを証明し確定することは困難であ
る。しかし古ロシア文章語が、古教会スラブ
語よりも 100 年以上後に、その影響を受けて
成立したことを考えるとき、この指示代名詞
の使用、分布についても、古教会スラブ語か
ら古ロシア文章語への影響があったと考え
ることが自然である。 
 (7) 一方で、古教会スラブ語福音書の中で、
「マタイ」「マルコ」[ルカ」の 3 つ、すなわ
ち「共観福音書」と「ヨハネ」では、問題の
指示代名詞の現れ方が異なる点も観察され
た。これは基本的にはギリシア語原典におけ
る指示代名詞 οὗτος、αὐτός、ἐκεῖνος ならびに
「ὁ δέ＋動詞」という表現の使用の違いに由
来するものであるが、一部は古教会スラブ語
への翻訳に際しての問題でもある。この点に
ついて、なお今後の研究が必要である。 
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